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(1987)
(文光堂　1987)
附　属　図 館　に　憶　う
学　長　佐　野　晴　洋
このたび本学の学長として、 4月1日就任以来、早くも2ケ月余り経過し、だんだんと新しい環
境に馴れて来ました。美しい自然に囲まれた本学が、学問の府として今後一層の飛躍をする様に、
教職員の皆様方、学生諸君と相携えて懸命の努力を傾けたいと思いますので宜しく御支援を願い上
sxsa
本学に参って一番先に訪れたのが附属図書館であります。読書と思索の場にふさわしい静かな落
ち着いた雰囲気を持ち、外観内容ともに第1級の図書館であることに大きい喜びを感じました。
これは前学長脇坂行-先生、設計された初代図書館長野崎光洋教授の功績高く、爾来歴代図書館
長の御尽力、図書館員の皆々様の御努力によるもので、短期間に本学附属図書館の画期的な発展と
と充実を見たものと、深く敬意を表したいと思います。特にJOIS (JICST On-line Infor
mation System)の早期採用を初め、河村文庫、守一堂文庫等の展示コーナー、視聴覚教育設備等な
ど、内容、機能ともに充実したもので、私の前任地の京都大学医学図書館よりもすぐれているとい
えませう。
元来、附属図書館は、教育・研究を活性化する原動力ともなる重要な機関であります。そして滋
賀医大の学生諸君及び教官の方々の学習・研究を誘う雰囲気の場でなければなりません。読書に疲
れ,その窓辺に見える美しい緑の芝生と庭園、やわらかな山波、深夜図書館を後に帰途につく場合
本当に学問をする者の喜びを昧うことが出来るのが、本学の図書館であります。
本学図書館には一般教養の図書がよく整備され、専門課程の学習・研究図書と並べられており、
楽しく思います。新刊書も予算の許す限り、購入して噂しいものです0
図書館の職員の方に調べていただいた所、 1987年3月31日現在で図書館所蔵図書・雑誌
66,408冊教室所蔵図書13,062冊計79,470冊の多きにのぼり、入館者は毎年延べ1万人を越え、
2万冊近い図書・雑誌が館外に貸出され、これらの数は毎年増加しております。そして研究者・医
師の図書館利用は夕方5 16時過ぎにピークとなり、 6時前後のカウンターに例をなしているという
盛況で誠に喜ばしい現状と存じます。学術情報センターを通じて・の総.合目録、データベース化、日
本医学図書館協会(JMLA)を通じての文献複写、相互貸借、ファクシミリの設置も検討中との事
ですO目録も将来的にはカードEl録を廃止し、利用者端末から検索出来る様に、また書庫は将来新
設が必要でありますが、当面は版次を重ねている図書の旧版を集密書架に移動させる等、~集密書架の
有効利用により、図書書架を常に新鮮なものにしておく構想や、また出納方式は現在7枚の貸出し
券を、来年度から出納を完全にコンピューター化し、利用者は利用者カード1枚持てばよいという
ことに改善される計画です。
今後は、図書館は単に書物を蔵するところでなく、広く情報を媒介とする機関として、図書館機
能を果すものであり、本学図書館はひとり、滋賀医大内において機能するだけでなく、広く学外に
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おいても相互に手を携え、我が国の学術情報の提供に責任を持つべきものと思います。
しかし何はと.もあれ、我々は読書により、思索の道を探らなければなりません-o読書方法は、生
れつきの性格、家庭内での読書環境、やゝ理科系かやゝ文科系に属する学生諸君や直面する研究課題
などにより、精読型と乱読型があり、どちらかといえば理科系が、精読型且つ実質的な人、後者は文
化型大器晩成型の天才肌かも知れません。どちらの型に人らうか人らまいと大した事はないのであ
りまして、要するに自宅--大学-図書館をかけめぐっての六年間ということで、それにプラススポー
-ツで、充実した学生生活を送られんことを希望します。
仙AtllKdfedlhAiiHiiAnllb,-加InAiiHii,->iili.A.<lb.-dllb-iiDii*仙d
図書館か　ら　の　お知　ら
前回の「さざなみ」 Na27でお知らせしたとおり、この2月に
?????????
ムが導入され、これまで教育モードで(テスト的に)運用してきましたが、
??
??????
モードによる(実務への)運用に切替え、まず図書受入業務を開始し、選書から発注、
????????????????????????‥????????
??????
収、支払いまで一連の電算化処理が可能となりました。これに引き続し
ある学術情報センターへの所蔵データの入力業務も開始しました。
???】???? ?
?
?
?????????????????????????????
?
??????
年度受入分から、これに代 ?????????????????????????????
ました。また、昭和61年度以前に受け入れた図書についても順次このラベルを貼付し、
和63年度からの閲覧・貸出業務の電算機処理の準備を進めております。
バーコードラベル
滋賀医科大学附属図書館
niiim皿l
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1.図　　書
2.製本雑誌
＼
チェックディジット
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-地域の医療を考える〔18〕 -
衛生環境センターの現状
本　郷　節　哉
二二…」
今回、 「地域医療を考える」というテーマを
いただいたが、衛生環境センターは医療機関で
も行政機関でもなく行政需要に応じた調査研究
を行なう機関で、内容は大学あるいは民間企業
の研究機関と異なっている。また、直接に地域
医療と関係はないことが衛生環境センターの特
性であるので、とりあえず概要を紹介します。
保健医療の流れでは最近5年の間に老人保健
法の実施(昭和57年) 、健康保険法の改正
(昭和59年) 、医療法の改正(昭和60年) 、
共済年金4法の改正(昭和60年)、老人保健法
の改正(昭和61年)などが続いているが、滋
賀県立衛生環境センターは昭和26年に大津市
粟津晴嵐町(現、御殿浜)に滋賀県立衛生研究
所として建設、当時は結核および他の感染症
(主として消化器伝染病)が多発した背景と当
時の保健所の検査機能が今日のように整備され
ていなかったこともあり、文字どおり感染症に
対して第一線の検査機能と調査研究機関の機能
とを兼ていた。昭和42年、わが国は高度経済
成長期に入り、県内もその影響を受けた時代で水
質等理化学検査の要求がたかまり理化学部門の
整備をした。昭和45年9月に現地で改築、昭
和52年4月隣接している県立環境センターと
統合して滋賀県立衛生環境センター(職員40
名)となり、内部組織も庶務課、微生物課、食品
化学課、環境保健課、水質課、および大気魂の
6い課制で、他の機関と異なり水質調査船(みず
すまし29ton)および大気自動則定車(自・動測
定値を電波で衛生環境センターへ送信) 'を保有
している。微生物課は細菌同定検査(腸炎ビブ
リオ、サルモネラ、赤痢菌、コレラ菌、溶連菌
等)を医療機関、保健所の協力で実施し、食品
衛生のうち微生物に関して保健所から摩頼のあ
った食品(冶凍食品、魚肉製品、生食用かき、
乳製品等)の細菌検査あるいはその同定を行狭
い、食中毒(疑も含めて)の場合は保健所での
原因追求に全面協力している。ウイルス関係で
は全国的に行われている日本脳炎流行予測調査
として6月上旬～9月下旬にわたり県内ブタ
(前年越夏していないブタ)のH]政体保有状
況調査とコガタアカイエカ捕集数調査を実施し、
あわせて県内住民のH l抗体保有状況も調査し
している。また、県内医療機関と連絡を保ち腸
内ウイルスの分離調査、インフルエンザの免疫
学的検査(主にHI)およびインフルエンザウ
イルスの分離培養同定、風疹抗体、 HBs抗原・
抗体測定など行政需要に応じた調査をし、実質
的に感染症サーベイランス事業の一部を担当し
ている。その他放気性菌の分離培養同定、環境
衛生の面で水の中の細菌検査等行政の要求に応
じている。
理イ騨調査は各課にまたがっているが、びわ湖
産魚介類申め農薬の残留実態調査、環境庁委託
の農薬及び化学物質汚染モニタリング、国立衛
生試験所と協同で且常食品の汚染物(農薬、重ー
金属類)の含有量の分折、行政依頼検査(健康
食品の汚染調査、県内産牛乳の全β放射能調査、
食品添加物調査、野菜中の重金属含有量調査、
器具容器包装の製品検査、栄養分析等)が食品
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化学に関係する。地下水汚染調査、飲料水の検
査、水道水中のトリハロメタンの実態調査、土壌の
有触財物贋(クロルデン)の残留調査を行政
との協力あるいは依頼で実施している。大気関係
では自動車排ガスによる環境汚染状況を知るため
に窒素酸化物、一酸化炭素および粉じん等を測定
し、あわせてスパイクタイヤ装着による汚染の
実態の把握に努めている。降下ばいじんに関し
ては、県内12地域で重金属、浮遊粉じん量を
継続的に測定している。上層大気の調査を気球
を用いて調査し汚染源の周辺で上空への拡散状
況の調査をしている。水質では酸性雨の調査
(とくに窒素酸化物によるびわ湖に対して窒素
負荷の要因として大きい) 、河川および事業所
排水調査、プランクトンの調査、藻類の培養試験、
びわ湖内部生産調査、環境庁委託事業として化
学物質汚染追跡をびわ湖水と底質について行な
っている。この他びわ湖の赤潮の問題に関して
巾広く取り組み、調査船により北湖14定点、南
湖11定点の水質調査を毎月実施し、項目は多
く20数項目ににわたっている。また、湖岸に
ある水質自動測定局(8局うち河川2局)によ
る連続的な自動測定(水温、 pH、DO、濁度、
NH3、 COD)した結果は無線により衛生環境
センターに電送し記録されている(テレメータ
ー・システム) 。大気も自動測定局(9局うち
自動車排ガス測定局3局)により連続(毎正時)
測定(SO*、 NOx Ox 、 CO、炭水水素、粉じ
ん、風向、風速、温度、湿度)し、テレメータ
ーシステムで衛生環境センターへ送られる。こ
れ等の資料は包括的に活用し環境の評価に用い
ているが、経年的な要因も大きく人間(県民)
の良いしかも時代に適したハビタット(habi-
tat)づくりに活用されるように努力している。
(衛生環境センター所長)
琵琶湖の汚染防止に活躍する
水質鞠査船「みずすまし」
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楓亭医事口授(写本)　福井楓亭著　全1冊
楓亭先生診訣並珍要(写本)　同上　全1冊
楓亭方読弁(写本)　　　　　同上　全3冊
福井楓亭は、先に本欄で紹介した和田東郭と
ならび称される代表的な折衷派の漢方医である。
江戸時代のほぼ中期、享保9年(1724)に楓
亭は京都で生まれた。楓亭はその号であり,名
を啓発、字を大草と称した。 『地下家伝』とい
う書物によると、その一族は京都で代々宮廷医
師を勤めていたことが記載されている。しかし、
楓亭祖父からは医業を廃絶しており、幼少時代
の楓亭は極めて貧窮な生活をしていたという。
このような逆境のなかで、楓亭は医家再興を志
し、古医方の管隆白に師事し医学を学んだ。貧
困のため満足に書物を購入できなかったので、
楓亭は他人の書物を借りて精力的に筆写した。
唐、宋時代の医事を数多く読破し、そこから重
要な要点を抜粋し吸収するように努めた。その
成果あって次第に楓亭は医家として大成してい
った。その集大成である『集験良方』は、医史
学的にも高い評価を受けている著書である。当
大学には楓亭の著書として『楓亭医事口授』 、
『渦亭先生診訣並珍要』 、 『楓亭方読弁』の三
冊が収蔵されている。このうち『楓亭医事口授』
『楓亭先生珍訣並診要』の二冊埠、極めて珍し
い本である。すなわち多数にのぼる楓亭の著書
をみても『楓亭医事口授』(注)、 『楓亭先生
珍訣並珍要』という書名はこれまでのところ見
当たらない。したがって今後慎重に検討する必
要はあるが、南本はいずれも今回初めて発見さ
れた極めて興味深い書物である。
『楓亭医事口授』には疾病の症状と治療法が
系統的に記載されている。このなかで楓亭は
『傷寒論』などを参照にし彼自身の独自な医療
を展開している。一例をあげると、痔の項
では「痔というものは、あまり対処しない
はうがよい・---‥強い薬物でも効果はない。ま
た梅毒の人が痔になると難治性であり咽頭など
も腐食している。 」と書かれている。梅毒と痔
の関係を述べている点など楓亭の臨床家として
の匪秀さを窺い知ることができる。 『楓亭先生
診訣並診要』には今日でいう診察法について述
べた書物である。巻頭で楓亭は「今の医者は診
法をつまびらかにせず、望聞間切の四立を知ら
ない。故に病人に臨んで脈をみて腹に及ばない、
手をみて足に及ばない--・」と述べている。本
書で楓亭が最も強調していることは、基本的な
診察法の体得である。
最後に『楓亭方読弁』は、薬物処方集ともい
うべきもので上中下3巻から構成されている。
頭部からはじめて眼目、耳門、 --産後、小児
の項目に疾病を分類し、それぞれの疾病につい
て詳細な処方が記載されている。
楓亭は幕府医官に任ぜられ、門弟を数多く養
成した。寛政4年、 68歳で江戸で没し品川東
海寺に葬られた。
(産婦人科学・助手)
注:国書総目録によれば『楓亭先生口授』を
京都大学が所蔵している。本学所蔵の『楓亭
医事口痩』 、もをの目次は『楓亭先生口授目録』
となっている。写本の際の表題の変化か?
(編集部)
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中根敬補氏寄贈図書について
このたび、中根敬補氏から下記図書が寄贈さ
mm
昭和59年8月、同氏御子息寛氏(当時、本
学第4学年)は野洲郡野洲町の道路を自動二輪
車で走行中、大型トラックと出会い頭に衝突し、
2週間後になくなられた。
昨年8月、寛氏の交通災害問題が解決し、 3
回忌を済まされた機会に、図書を寄贈したいと
のお申し出があった。図書館では、寛氏の同級
生の意見等も参考の上、選書し、御篤志を受け
ることになったものである。
折角の御好意にこたえるためにも、せいぜい
利用願いたい。
中根敬補氏(故寛氏御遺族)
寄贈図書目録
現代生物学大系　　別巻:補遺　沼野井春雄
〔ほか〕監修　　中山書店
細胞の分子生物学　普及版　　　中村桂子・松
原謙一監訳　　　教育社
グラント解剖学図譜　第3版(原書第8版)蘇
田茂・桶豊和訳　医学書院
図説人体局所解剖学　川原群大　著　医歯薬出版
4:腹部
5 :上肢・下肢・脊柱
医科生理学展望　原書第12版　松田幸次郎
〔はか〕訳　　丸　善
ハ-パー・生化学　原書第20版　上代淑入
監訳　　　　　　丸　善
グラッドウォール　臨床検査学　A.C.Son-
nαwirth &L. Jarett編　医歯薬出版
1 :臨床化学　玄番昭夫・荒木仁子監訳
2 :血液学　　河野均也・河合忠監訳
3 :免疫血清学　河合忠・河野均也監訳
4 :微生物学　松本慶蔵・本間守男　監訳
現代病理学大系　飯島宗一〔ほか〕編
中山書店
9B:腫癌2
9C:腫癖3
9D:腰痛4
.図説臨床癌シリーズ　山村雄一・杉村隆監修
メジカルビ・i-祉
1 :癌化学療法の進歩
2 :大腸癌
4 :勝朕癌
5 :癌とレーザー
6:肺癌
7 :内分泌腺腫蕩
8:乳癌
9 : ATL (成人T細胞白血病)
10 :癌の超音波珍断
中日英(日中英)医学用語辞典　懸田克窮監修
三冬社
新医科学大系　山村雄一・書利和監修
中山書店
1A:医科学1
1B:医科学2
2A :細胞と細胞工学1
2 B :細胞と細胞工学2
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3 :遺伝子とその操作
4A:発生と老化1
5:癌
6 B :体内環境と調節機構2
11A:環境と人間l
ll B :環境と人間2
小教科書シリーズ 金芳堂
^」
/-
小微生物学書第2版　桑原章吾監修
小解剖学書第4版　清水勘治　者
小生理学書第3版　真島英信者　柵随こ訂
小精神医学書第3版　加藤伸勝者
小麻酔科書第7版　兵頑正義著
小婦人科書第6版　杉山陽一着
小産科書第4版　杉山陽一著
小耳鼻咽喉科書第5版　広戸幾一点障
小教科書シリーズ・別冊　　　　　　　金芳掌
医学略語小辞典第2版　沢木修二著
神経病学第2版　荒木淑郎著
脳神経外科要説　太田富雄・梶川博著
放射線基礎医学第6版　菅原努・上野陽壁書
口腔外科学第3版　小野尊睦著
内科PO研修　阿部裕t鎌田武信監修
朝倉書店
1 :心臓編
2 :脈管・腎臓編
3 :消化器・糖尿病編
講談社整形外科大事典　津山直-企画・編
講談社
1～3、 6-8、別巻(資料・索引)
循環器病講座　阿部裕監修　丸　善
1 :循環器疾患の救急医療
2 :不整脈の発生機構と臨床
3 :心不全の病態と治療
4 :虚血性心疾患の治療
5 :狭心症
6 :高血圧の病態と治療
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7 :心臓病の外科治療
〔8 :先天性心疾患の珍断と治療〕 (未刊)
9 :心疾患のリハビT)チ-シオン
10 :脳血管障害リハビリテーション
ll :心血管イメージング
12 :心血管病とプロスタグランジン
透析療法と腎移植　訂補版　前田貞亮〔は
か〕編.中外医学社
精神医学事典　増補版　加藤正明〔はかユ
編　弘文堂
移植学　辻公美編著　文光堂
図説老年病医学5 :各論:外科系　尾前照
雄〔はか〕監修　同朋舎
ヒポクラテス全集　　エンタプライズ
第1巻　大槻真一郎訳編
〔第2-3巻〕 (未刊)
J
Sodeman s Pathologic由ysiol喝y. 7 th
ed. C如ku・jhoin/Saunders int. ed.)
W.A.Sodeman　&　T.M.Sodeman
S aunder s
ブルーバックス　　　　　　　　　講談社
(創刊から1987年3月までの入手可能
分456冊)
〒董
千」図撃の活動+2 -1--聖と」
3/13　　国立大学図書館協議会
「相互貸借の推進方策調査研究班」
第5回会合(京大)
3/17-20　プログラム開発のためのCSP/F5
使用法講習会(大阪)
3/24-26　CSP/F5　RDMの適用に関する講
習会(大阪)
3/26　　滋賀県国公立大学・公共図書飽事務
連絡会(県立図書館)
4/1 7　　近畿地区Eg立大学図書館協議会
(京大)
4/23　　第40回近畿地区医学EgI書館協議会
例会(奈良県医大)
5/8　　　「相互貸借の推進方策調査研究班」
第6回会合(京大)
5/18　　学術情報システム特別委員会ネット
ワーク専門委員会(東大)
5/20　　昭和62年度国立大学附属図書館事
務部課長会議(東京医歯大)
JOIS研修会(ワンポイントセミナ
ー) (大阪)
5/21-22　第58回E)本医学図書館協会総会
(東京)
5/26-29　COBOL基礎講習会(大阪)
6!2　　第56回近幾地区国公立大学図書館
協議会総会(和歌山)
6/9　　「相互貸借の推進方策調査研究社」
第7回会合(京大)
6/19　　JOIS医学・薬学系専門研修会
(大阪)
6/30　　第12回新設国立医科大学図書館会
議(群馬)
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